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令和２年度美馬市総合教育会議 会議録

１ 日 時 令和３年２月１７日（水） 午後０時５５分から午後２時１０分まで

２ 場 所 美馬市役所南館 ３階３０６会議室

３ 出 席 者 美馬市長 藤田 元治
（構成員） 〈教育委員会〉

教育長 村岡 直美

教育長職務代理者 上田 加代
委員 近藤 陽子
委員 眞鍋 昇司
委員 河合 純治

（構成員以外の出席者）
大泉副教育長
藤本教育総務課長
藤山教育指導監
尾形教育総務課主幹
大森地域学習推進主幹
鉄野脇町幼稚園長
吉田企画総務部長
藤本企画総務部次長（総務課長事務取扱）（事務局長）
富永総務課課長補佐（事務局）

４ 欠 席 者 住友教育委員会事務局次長（穴吹給食センター所長事務取扱）

５ 傍 聴 者 なし

６ 日 程 開 会
市長あいさつ
議題
（１）令和２年度教育委員会所管の主要事業の実施状況について
（２）教育費の令和３年度当初予算（案）について
（３）学校安全について
（４）その他の件について
閉 会

吉田企画総務部長 企画総務部長の吉田でございます。
定刻となりましたので、ただいまより令和２年度美馬市総合教育会議を始

めさせていただきます。
それでは、開会に当たりまして、藤田市長よりご挨拶を申し上げます。

藤田市長 みなさん、こんにちは。いつも大変お世話になっております。美馬市長の
藤田元治でございます。
本日は、「令和２年度 美馬市総合教育会議」を開催致しましたところ、

委員の皆様には、ご多忙にも関わらず、ご出席を賜り誠にありがとうござい
ます。
また、皆様方には、常日頃から、本市行政各般、とりわけ、教育行政の推

進に、ご尽力を賜っておりますことに対しまして、この場をお借りし、厚く
お礼申し上げます。
さて、本年度も残すところ、あと１か月余りとなりましたが、改めて振り

返りますと、本年度は、「新型コロナウイルス感染症」に向き合い、その対
策に取り組んだ一年でありました。
また、その影響は、学校の臨時休業など、児童生徒の生活にも、大きく影

響するものとなりました。
そのような状況におきましても、本市では、感染拡大の防止対策と社会経

済活動の維持を両立させるよう、４月の緊急経済対策「第１弾」に続き、緊
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藤田市長 急経済対策「第２弾」、「第３弾」と、一進一退する「新型コロナウイルス
感染症」拡大の各ステージに対応するものとして、市内業者の支援を兼ねた
給食食材の充実事業、通学時に利用するスクールバス、タクシーの密接状態
を回避する為の増便事業など、スピード感を持って実施してまいりました。
また、「感染対策の決め手」とされる「新型コロナウイルス」のワクチン

接種につきましては、市民の皆様に速やかに接種が実施できるよう、保健師
などを中心とした「美馬市 新型コロナウイルスワクチン接種業務 プロジェ
クトチーム」を２月１日に設置したところでございます。
現在、「緊急事態宣言」が、１０都府県で発出されており、まだ、その収

束は見通せない状況ではありますが、今後も、市民の皆様の命と生活を守る
ため、全庁一丸となって全力で取り組んでまいりたいと考えております。
次に、本市独自の取り組みである「ヴォルティス・コンディショニング・

プログラム」につきましては、昨年５月に、Ｊリーグ全５６クラブの社会連
携活動の中から、特に社会に共有したい活動を表彰する「２０２０シャレン
！アウォーズ」の「パブリック賞」に、７月には「日本国際交流センター」
主催の「第１回 アジア健康長寿 イノベーション賞」自立支援部門の「国内
優秀事例賞」にそれぞれ選ばれました。
今後におきましても、これらの賞の受賞を励みとし、生涯にわたり、住み

慣れた地域で、よろこびや生きがいをもって健康に暮らせるまちづくりを推
進してまいります。
次に、「学校給食」についてであります。「学校給食」は、子どもたちが

元気に学校生活を送るための活力を支えるものでありまして、本市におきま
しては、「県下一おいしい学校給食」の実現をめざしているところでありま
す。
そのような中、平成３０年度から、「全国学校給食 甲子園」という全国

規模の大会に応募してまいりましたが、本年度、徳島県の代表を選定する「
第２次審査」におきまして、「江原南共同調理場」の「菊芋」、「しいたけ
」、「米」、「はっさく」などの美馬市産の食材を活かした献立が、「県下
一」であると、評価されたところであります。
今後も、本市の全ての調理場におきまして、子どもたちに、おいしい給食

が提供できるよう、引き続き、取り組んでまいりますとともに、「学校給食
センター」の一元化を図るための施設整備につきましても推進してまいりま
す。
さて、令和２年度は、「第３次総合計画」のスタートの年でもあります。
この総合計画では、本市の将来像を、「美しく駆ける 活躍都市 美馬

～住み続けたいまちをめざして～」とし、美馬市の未来を市民の皆様と行政
が力を合わせて創り、生み出すこと、すなわち「美来創生」により、誰もが
健康で活躍できるまちをめざすこととしておりまして、この総合計画に基づ
きまして、「令和３年度当初予算」の編成を進めてまいりました。
その中の、「学校教育関係予算」では、コロナ禍において求められた、教

育ICTの家庭への活用拡大に対応するため、１人１台端末の学習教材ソフト
やウイルス対策ソフトの使用経費を計上しております。
また、保護者との新たな連絡ツールソフトの活用や、スクールサポートス

タッフや部活動指導員の配置事業により、先生方の業務負担を軽減し、学校
における「働き方改革」につきましても推進してまいります。
次に、「社会教育関係予算」では、「うだつアリーナ大規模改修工事」を

はじめ、社会教育施設の適切な管理を行い、スポーツや文化活動による市民
の皆様の心と体の健康づくりにつなげてまいります。
これらの詳細な内容につきましては、後ほどの議題の中で、ご説明します

ので、皆様からご意見等を頂ければと存じます。
市と致しましては、今後とも教育委員会との連携をもとに、教育行政のな

お一層の推進に努めてまいりたいと考えておりますので、どうぞよろしくお
願いを申し上げます。

吉田企画総務部長 ありがとうございました。それでは、議題の方に移らせていただきます。
議事の進行につきましては、美馬市総合教育会議設置要綱第４条の規定によ
りまして、藤田市長にお願いいたします。

議長（藤田市長） それでは、これより私の方で進行をさせていただきますので、よろしくお
願いをいたします。
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議長（藤田市長） まず、議題１の令和２年度教育委員会所管の主要事業の実施状況について
、事務局より説明をしてください。

事務局長（藤本総務課 それでは、議題１の令和２年度教育委員会所管の主要事業の実施状況につ
長） いて、それぞれの担当課から、説明をさせていただきます。まず、教育総務

課から、続いて、地域学習推進課から、本年度実施いたしました特徴的な事
業の概要について説明させていただきます。

藤本教育総務課長 それでは議題（１） 令和２年度教育委員会所管の主要事業の実施状況に
ついて、始めに、教育総務課所管分として学校教育について説明させていた
だきます。
資料1ページをお願いいたします。
始めに教育のICT化に向けた環境整備事業でございます。
１．事業目的は、子育て世代に支持されるまちを目指し、教育ICTを最大

限に活用し、教育の環境と質の向上を図ることにより、５．０Society時代
に対応した地域や日本の未来を主体的に担う子どもたちを育成するものです
。
２ 事業内容といたしまして、令和２年度は、国のGIGAスクール構想に基

づき、小中学校全ての教室と体育館へ高速大容量の校内LANの整備と一人一
台のタブレット端末の整備事業を実施しました。
また、前年度に既に、整備済みの児童生徒数の１／３台のタブレット型端

末をプログラミング学習やグループ学習に活用し、主体的・対話的で深い学
びの実現を図っています。
職員研修では、新型コロナ感染症による臨時休業に対応するためのオンラ

イン教育のための研修も追加して実施し、ICT教育支援員を中心として、教
職員の指導力の向上に取り組みました。
写真の上段①は、中学校の生徒が、昨年整備した大型電子黒板を活用して

英語でプレゼンテーションを行っている様子です。
②は、オンライン学習を想定した、家庭と学校を結んだ実験的な学習の様

子です。
下段の③は、小学校でのドローンを取り入れたプログラミング学習を行っ

ています。④は新型コロナ感染症対策としての、オンラインによる学校集会
です。
このほか、各学校の取り組みは、別添の美馬市立小中学校 令和2年度学

校活動に各校の取り組みが掲載されております。17ページの美馬小学校をご
覧ください。
県の理科教育研究大会の会場校として、ICT環境を活かした理科実験の振

り返りなどへの活用が紹介され、子どもたちがタブレット端末の操作になれ
、学習に集中して取り組んでいる様子が報告されております。
また、57ページの穴吹中学校をご覧ください。
オンラインによる他校との交流や合同学習等、校内の枠を超えた利用や通

常の授業でも日常的に活用が進んでいます。
他校におきましても、積極的な活用がそれぞれ報告されております。後ほ

どご高覧ください。
教育ICTにつきましては、新型コロナ感染症対応のため、家庭学習や３密

を避ける学校活動などへ活用範囲が広がっております。次年度はICT支援員
の１名の増員を予定しており、学校ICTの利活用への支援の充実を図ってい
きます。
次に、2ページをお願いいたします。
美馬市英語教育推進事業 ～０歳児から中学卒業までの一貫した英語教育

の実現～についてでございます。
１．事業目的といたしまして、子育て世代に選ばれる質の高い教育を実現

に向け、「美馬市英語教育推進計画」に基づく「０歳から中学校卒業までの
一貫した英語教育」を実施し、グローバル化が進展する『新しい時代』に対
応できる人材を育成することを目的と致しております。
２．事業内容は、新学習指導要領により、令和２年度から実施される小学

校３年生からの英語活動･教育を本市では２年前倒しして実施しており、２
名の外国語教育指導監の巡回指導や学習計画の支援により、教員の指導力は
継続的に向上し、小学校での円滑な英語教育が実践できております。
また、認定こども園でのネイティブスピーカーによる英語活動や、小学校
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藤本教育総務課長 １年生から市単独で任用している外国語活動支援講師と担任のT・Tによる英
語活動により就学前から連続性を持って英語への興味関心を高め、小中学校
の教科教育へ繋げています。
中学校では、新型コロナウイルス感染症の影響で、ＡＬＴが一名欠員とな

りましたが、遠隔授業も併用しながらＴＴ授業を実施し、コミュニケーショ
ン学習の強化を図っています。
中学３年生の英検３級合格者５０％を目標した英検受験料助成事業の今年

度の実施状況は、市内の中学３年生徒数 １９５名のうち、助成者数は、１
００名で、生徒数に対する割合は５１．３％、３級（一次）合格者は１月末
現在で、８８名で、生徒数に対する割合は、４５．１％で、昨年度より、助
成者で、６．２％、合格者割合は、１６．７％上回ることができ、助成制度
の利用効果が上昇いたしました。
令和元年度 受検者数割合は、４２．８％、英検３級以上合格者の割合は

２８．４％
今年度はコロナ禍ではありましたが、中学校ではＡＬＴと協力し英検受験

への支援をおこない、受験率、合格者率の向上に繋げていただきました。
なお、助成事業の利用率につきましては、学校間にバラツキがありますの

で、次年度は、利用率の目標値を学校と共有し、事業の一層の推進を図りま
す。
添付の写真は認定こども園の園児の様子です。
講師との活動に集中して取り組んでいます。
小中学校の取り組み状況につきましては、別添の学校活動の資料によりま

た御確認ください。
続きまして3ページをお願いいたします。
美馬市産米給食推進事業 ～県下一美味しい給食を目指して～ でござい

ます。
１．事業目的は、学校給食に、美馬市産の美味しいブランド米を提供し、

美味しい学校給食による地産地消を推進と、食による郷土への愛情を育て、
子どもたちの心身の発達を図るものでございます。
２．事業内容といたしましては、子どもたちに美味しいお米と栄養バラン

スのとれた安全安心で美味しい給食を提供するため、統一献立の実施や全国
学校給食甲子園への参加により、地産地消や特色ある学校給食づくりを進め
てまいりました。
本年度の全国学校給食甲子園では、県内の一次審査を通過した６場に穴吹

学校給食センター、江原南共同調理場、デリバリー給食の３場が選ばれ、江
原南共同調理場は、県代表となることもできました、次年度も引き続き、美
味しい給食づくりを各調理場で進めていただきます。
本年度の全国給食甲子園参加献立は記載のとおりですのご覧ください。
また、毎年度実施している給食に関するアンケートでは、給食や、お米の

おいしさなどの満足度は昨年度より若干向上しております。また、食べ残し
は、毎年およそ半数の児童生徒がある又は少しあると回答しています。今後
は、詳細を検討し、食品ロスに繋げていきたいと思います。
４ページをお願いいたします。
本年度実施した主な市内小中学校施設管理・整備関係事業でございます。
１）ＧＩＧＡスクール環境整備事業は、令和元年度からの繰越し事業で、

小学校８校、中学校６校に、高速大容量の校内ネットワーク設備の改修を行
い、また、タブレット型端末用充電保管庫も増設しております。
２）の、小学校駐車場整備事業は、江原南小学校、岩倉小学校において学

校敷地内の舗装を行い、駐車場を整備いたしました。
３）岩倉小学校プール濾過設備更新事業は経年劣化により破損した濾過タン
クの取り替え工事を実施いたしました。
整備箇所の写真を添付しておりますので御確認ください。
教育総務課所管分の主要事業の説明は以上でございますが、小中学校のIC

T教育、英語教育について、またコロナ対策その他の教育活動について各校
の実施状況を別添の資料にまとめていただいておりますので、ご高覧くださ
い。
また、学校活動の映像も後ほど、紹介させていただきたいと思いますので

、よろしくお願いいたします。
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大森地域学習推進課主 続きまして、地域学習推進課よりご説明いたします。
幹 資料の５ページをお開き下さい。１の社会教育関係でございます。まず始

めに、成人式でございます。
令和２年度美馬市成人式を、令和３年１月２日に、美馬市地域交流センタ

ー「ミライズ市民ホール予定しておりましたが、新型コロナウイルス感染症
拡大防止のため、市民の健康と安全を優先し延期とさせていただきました。
延期後の開催日程については、現在のところ未定であり、今後、新成人で

つくる成人式企画運営委員会で協議し、決定する予定です。対象者は本年度
２８２人 来年度２６２人となっております。
次ぎに、放課後子ども教室運営事業でございます。
事業内容といたしまして、学校施設などを活動拠点とし、地域住民の参画

のもと、子ども達の安全で健やかな居場所づくりを推進する事業でございま
す。
市内７小学校区（江原北、江原南、脇町、岩倉、美馬、三島、穴吹）と、

３スポーツクラブ（穴吹スポーツクラブ・スポーツクラブ美馬・穴吹ソフト
テニス教室）が運営を行い、５２０人の子ども達が参加しております。
市内全校区の小学生を対象として、うだつアリーナで開催しております、

うだつコミュニティースポーツクラブは、コロナ感染症対策のため、今年度
の活動は休止しておりますが、来年度は感染症対策を講じた上で教室運営を
検討しております。
次に、市立図書館運営事業でございます。
美馬市立図書館は、株式会社図書館流通センターに指定管理として委託し

、運営を行っております。
本年１月末までの利用状況といたしましては、開館日数２３０日の間に、

来館者数が５万４千９４３人で、昨年度の約半数となっております。また、
本の貸出しを利用した方が１万７千８７１人、貸出冊数が１２万２千０４８
冊で、こちらに関しても減少となっております。
この間のコロナ感染症対策としましては、４月２２日から５月１２日まで

休館し、この間に特別整理を行いました。
次の６ページをお願いします。
また、来館者には、手指消毒と、連絡先の記入をお願いしており、貸し出

し図書については、図書除菌機で除菌しております。
各種イベントについてですが、７月１日から７月２７日まで「とくしま藍

の日・とくしま藍推進月間」にあわせて、四国大学出張展示「藍絵巻と藍染
め作品展」を開催し、藍にゆかりのある美馬市の、藍の歴史・文化について
発信しました。
８月１日から８月３０日まで「企画展～和の雨音～」を開催し、美馬市地

域おこし協力隊が所有する日本各地の和傘を展示しました。
また、毎年県立文書館、県立博物館、四国大学、うだつの町並みボランテ

ィアガイド連絡会などと連携した展示会を開催し、郷土の歴史や文化を学ぶ
機会を提供しています。
今年も引き続き「美馬の記憶 デジタルアーカイブ」として美馬の古写真

の収集公開や、美馬市内各学校や施設等への出前事業を実施しています。
その他としましては、令和２年４月２３日「子ども読書の日」に、「令和

２年度子どもの読書活動優秀実践図書館」として文部科学大臣表彰をいただ
きました。
また、公民連携の取り組みが「まちの力を引き出したＰＰＰアワード２０

２０」（主催：日経ＢＰ総合研究所）に入賞しました。
これは、ＰＰＰ：民間のノウハウを活用し、効率化や公共サービスの向上

を目指す。もので、民間事業者の参入を促すことを目的に、人口２０万人未
満の自治体における３つのテーマ、「健康・福祉」「にぎわいづくり」「Ｓ
ＤＧｓ」に関する公民連携の事業で、それぞれの先進的な取り組みを表彰す
るものです。
今年度は全国で２５件入賞しています。
そして、令和３年２月１日には、来館者数が３０万人を達成いたしました

。
次の７ページをお願いします。
次ぎに、人権教育でございます。
人権教育指導者育成講座についてですが、市内の企業・団体や地域の人権

教育指導者の育成を図るため、年４回開催しており、企業・各種団体などか
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大森地域学習推進課主 ら４１人が受講しています。
幹 続いて、人権フェスティバルです。令和３年２月２０日（土）から２月２

８日（日）まで開催予定です。会場は、地域交流センター「ミライズ」市民
ホール周辺ギャラリーにおいて作品展示を行います。
内容は、教育集会所で人権教育の推進を目的として学ばれている、教室生

の作品の他、市内の障害者施設（かしがおか・まいか・小星園）や識字学級
、また美馬市内児童・生徒の徳島県人権啓発ポスター入賞作品も展示いたし
ます。
今年度は、コロナ感染症対策のため、例年行われていました開会式並びに

芸能発表は中止し、作品展示のみで開催いたします。
人権講演会につきましては、毎年開催しておりましたが、コロナ感染症対

策のため中止いたしました。
次ぎに、２の第１６回美馬市文化祭でございます。
「第１６回美馬市文化祭」を令和２年１１月１４日から２０日までの７日

間、地域交流センター「ミライズ」において、開催いたしました。
１４日の開会行事では、ヴォルティスコンディショニングプログラム紹介

のあと、開会式並びに「美馬市１５周年功労者表彰」を行いました。
午後からは、文化講演会・教育振興大会として、講師に篠原信一氏をお招

きし、「挑戦する心」と題して講演いただきました。
その他、会場の外では、地産地消・美馬の農林産物フェアも開催していま

す。
今回は、コロナ感染症対策のため、例年行われておりました、芸能発表は

中止とし、作品展示にみの開催といたしました。
また、協賛事業といたしまして、９月１７日から１２月１５日の間に、文

化・芸能・スポーツなどの２６の行事も行いました。
次の８ページをお願いします。
３．社会体育関係でございます。
市体育協会では、加盟団体が２２団体、会員数は１，３４７人でございま

す。
総合型地域スポーツクラブが５団体ありまして、スポーツ推進委員が３２

人、スポーツ少年団は１２団体１９５人、それを指導します指導者が５２人
でございます。
次ぎに、社会体育施設といたしまして、うだつアリーナ、穴吹スポーツセ

ンター、美馬市民グラウンド、吉野川河畔ふれあい広場などの施設管理を行
っています。
各種スポーツ大会についてですが、「第６７回徳島駅伝」並びに「第１１

回美馬駅伝・クロスカントリー大会」はコロナ感染症対策のため中止といた
しました。
４．文化財関係でございます。
本市におきます、指定文化財といたしまして、国指定重要文化財が５件、

国選定重要伝統的建造物群保存地区が１件、国登録有形文化財が２８件、県
指定文化財が１７件、市指定文化財が５９件ございます。
本年度の指定文化財修理事業といたしまして、国重要文化財「三木家住宅

」の 自動火災報知器設置事業の補助を行いました。
次の９ページをお願いします。
伝統的建造物群保存対象事業でございます。
事業内容といたしまして、国選定重要伝統的建造物群保存地区内に所在す

る、
伝統的建造物群の保存修理に係る補助を行うもので、本年度は、藤見家２

件、正木家、森家の計４件の補助を行い、現在実施中でございます。
また、令和元年８月に発生した、台風１０号の影響で被害を受けた吉田家

住宅ほか（向井家、中川家、平田家、旧西山家、野崎家）計６件に対しま
しても、災害復旧の補助を行いました。
次ぎに、埋蔵文化財関係でございます。
埋蔵文化財包蔵地内の、開発行為に伴う、事前調査を本年１月末時点で、

１５件行っております。
次ぎに、各種検討委員会の開催でございます。
国史跡「郡里廃寺跡整備事業検討委員会」についてですが、コロナ感染症

対策として事前に書面協議を行い、１０月に開催いたしまして、保存活用計
画策定にむけて協議を行いました。
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大森地域学習推進課主 また、歴史資料館整備検討委員会つきましても、９月に開催し、来年度の
幹 整備に向けて展示説明文などの協議を行い、事業を進めております。

最後に、日本遺産「藍のふるさと阿波」魅力発信事業でございます。
令和元年５月に日本遺産に認定されました、阿波藍について、魅力発信動

画を作成し、あわせてより広く、より深く魅力を発信するため、サポーター
養成講座を開催いたしました。
以上で地域学習推進課の主要事業実施状況の説明を終わります。
よろしくお願いいたします。

議長（藤田市長） 議題１について、それぞれ説明がございましたが、何かご意見等がござい
ましたら、お願いいたします。

（意見なし）

なければ、それでは、次に議題２の、教育費の令和３年度当初予算（案）
について、事務局から説明してください。

大泉副教育長 「教育費の令和３年度当初予算（案）について」ご説明いたします。
恐れ入りますが、座って説明させていただきます。
資料の（１１）ページをお願いします。
こちらの表は、「令和３年度 当初予算」案のうち、教育関係予算の

概要を記載したものでございます。
この表につきましては、左から、右に向かって、「予算の『項』と『目』

の区分」、「令和３年度と令和２年度の予算額」、「予算額の比較」、「財
源内訳」となっておりまして、右端の「説明」欄には、「目」ごとの主な事
業などについて、記載を致しております。
それでは、この表における、主な内容について説明させて頂きます。
最初に、「教育総務費」の「項」でございます。
「目」の上段の「教育委員会費」の予算額は、２年度の予算額と比較して

、「３千円」「減額」の「８４万７千円」を計上しておりまして、予算の主
なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、「教育委員会委員」４
人の報酬などであります。
「目」の下段の「事務局費」の予算額は、「２億３千５４５万１千円

」を計上しておりまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記
載のとおり、「外国語活動 支援講師」が「２人」と、「外国語教育 指導監
」は、前年度の「２人」から１人減って、「１人」を配置する報酬などを計
上しています。
このほか、説明欄への記載はございませんが、「事務局費」には、教育長

や教育総務課の職員の人件費をはじめ、学校医や学校薬剤師、また、「ＩＣ
Ｔ教育支援員」「１人」と、「２人」に増員する「ＩＣＴ支援員」などの人
件費の計上のほか、 令和４年度からの５年間を計画期間とする「第３次
教育振興計画 策定事業」の経費として、「５２０万円」などを計上してお
ります。
また、２年度は、新型コロナの影響を受けて、「ミライズ市民ホール」で

実施しておりました「美馬の子どもたちに本物の音楽を」体験する機会を提
供する事業が実施できませんでしたが、３年度は、これまで行わてれきた事
業に代わり、「よんでん文化振興財団」のアーティスト派遣助成事業を活用
いたしまして、市内の中学生を対象にした「子どもたちに感動を与える芸術
体験事業」を実施する予定でありまして、生徒輸送のバス借上料などの経費
「８３万５千円」などを計上しています。
なお、２年度の予算額と比較して、「２００万１千円」の「増額」となっ

た主な理由は、「会計年度任用職員」の期末手当を通年計上したことのほか
、教育系サーバの更新や、「第３次 教育振興計画策定事業」の経費を計上
したことなどでございます。
次に、「小学校費」の「項」でございます。
上段の「学校管理費」の予算額は、「１億５千９１１万８千円」を計上し

ておりまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり
、「市内の小学校の管理運営費等」と「教育用コンピュータ借上料等」であ
ります。
このほか、説明欄への記載はございませんが、「会計年度任用職員」の「
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大泉副教育長 助教員」や「支援員」の人件費も計上しております。
このうち、「教育用コンピュータ借上料等」の主なものとしては、パソコ

ン教室に整備しているノート型パソコンの借上料、「１千７７２万９千円」
や、「スライド式大型電子黒板」の借上料「７７３万１千円」、また、３年
度から新たに発生した「オンライン学習教材使用料」「２３３万円」などで
あります。
なお、２年度の予算額と比較して、「１千７７８万２千円」の「減額」と

なった主な理由は、児童が活用するタブレット型端末の借上料の減額、「１
千１１０万５千円」や、岩倉小学校のプールろ過設備の更新が完了したこと
による減額、「６２０万円」などであります。
このうち、タブレット型端末の借上料の「減額」につきましては、昨年度

、元年度に、児童生徒の「３人に１台」の割合で「タブレット型端末」を整
備した際には、これを、借り上げまして、各小学校と中学校に配置しました
。
そして、本年度、２年度には、タブレット型端末が、「１人に１台ずつ」

行き渡るように、こちらは、借上げではなく、購入をして整備しているとこ
ろでありますが、学校現場からは、小学校は小学校で同一の機種の端末を、
一方の中学校も、同様に、同一の機種の端末を配置して欲しいとの要望がご
ざいましたので、本年度の購入する端末につきましては、全て各小学校に配
置することとしています。
これに伴い、元年度に借上げにより整備した端末のうち、現在、小学校に

配置しているものについては、これを引き上げまして、中学校で使うように
するため、来年度、３年度の予算では、「中学校費」において、借上料を計
上することになります。
このため、本年度は、「小学校費」において、計上しておりました借上料

の予算「１千１１０万５千円」を、３年度には、計上しませんので、「減額
」となるものであります。
次に、下段の「教育振興費」の予算額は、「７千７５０万４千円」を計上

しておりまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとお
り、「スクールバス等運行事業」と「要保護及び準要保護児童 就学援助費
」などであります。
このほか、説明欄への記載はございませんが、「会計年度任用職員」の「

スクール・サポート・スタッフ」の人件費も計上しております。 このうち
、「スクールバス等運行事業」は、タクシーによる遠距離通学 支援事業の
分も含めまして、「３千４２１万２千円を、また、「要保護及び準要保護児
童 就学援助費等」は、「特別支援教育 就学奨励費の分」も含めまして、「
２千４７万１千円」を、計上しております。
なお、２年度の予算額と比較して、「５９６万１千円」の「減額」となっ

た主な理由は、「スクールバス運行委託料」の減額「６７８万４千円」など
であります。
次に、「中学校費」の「項」でございます。
最初に、「学校管理費」の予算額は、「１億１千７２万７千円」を計上し

ておりまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり
、「市内の中学校の管理運営費等」と「教育用コンピュータ借上料等」であ
ります。
このほか、説明欄への記載はございませんが、「会計年度任用職員」の助

教員や支援員の人件費も計上しております。
「教育用コンピュータ借上料等」の主なものとしては、「３人に１台」の

割合で導入したタブレット型端末の借上料、「１千７８６万２千円」、パソ
コン教室に整備しているパソコンの借上料、「１千万８千円」や、「スライ
ド式大型電子黒板」の借上料「４５８万１千円」、また、３年度から、新た
に発生した「オンライン学習教材使用料」「４４６万５千円」などでありま
す。
なお、２年度の予算額と比較して、「１千２０１万７千円」の「増額」と

なった主な理由は、先ほど、「小学校費」において、ご説明申し上げたよう
に、元年度に児童生徒の「３人に１台」の割合で整備したタブレット型端末
について、現在、小学校に配置しているものも含めて、全て中学校で使うた
め、２年度には、「小学校費」で計上していた借上料を「中学校費」におい
て、計上することによるものであります。
次に、「教育振興費」の予算額は、「７千９１１万４千円」を計上してお
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大泉副教育長 りまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、「
スクールバス等運行事業」と「要保護及び準要保護生徒 就学援助費」など
でございます。
このほか、「説明」欄への記載はございませんが、「会計年度任用職員」

の「部活動指導員」や、「スクール・サポート・スタッフ」の人件費も計上
しております。
このうち、「スクールバス等運行事業」は、タクシーによる遠距離通学支

援事業の分も含めまして、「２千５１４万円」を、また、「要保護及び準要
保護 生徒就学援助費」は、「特別支援教育 就学奨励費」も含めまして、「
１千９８６万３千円」を、計上しております。
また、就学援助に係る新規事業と致しまして、本年４月に開校する県立夜

間中学校「しらさぎ中学校」に、本市から通学する者に対し、通学費や学用
品費などを支援する「夜間中学校就学援助費」、「２５万４千円」も計上し
ています。
なお、２年度の予算額と比較して、「１千３２万８千円」の「増額」とな

った主な理由は、「スクールバス運行委託料」が、「４６０万５千円」の「
増額」や、３年度から、新たに「デジタル教科書ライセンス料」、「２８９
万５千円」」が発生したことなどでございます。
次に、「外国青年招致事業費」の予算額は、「３千２９５万８千円」を計

上しておりまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のと
おり、「外国語指導助手」、いわゆる「ＡＬＴ」「７人分」の活動経費など
であります。
「ＡＬＴ」は、平成３０年度の８月から、それまでの４人から、３人増加

し、７人体制と致しまして、市内の各中学校に、１人ずつ常駐するように、
配置しておりましたが、現在は、新型コロナの影響で、「１人」が来日でき
ないことから、「６人体制」を余儀なくされているところであります。
こうした現状ではございますが、３年度の予算につきましては、「７人体

制」として、計上しております。
なお、２年度の予算額と比較して、「８５万６千円」の「増額」となった

主な理由は、「ＡＬＴ」の報酬額は、任用期間が、１年、延びるごとに、増
額するような制度となっていますので、この制度による人件費の増額や、新
規の「ＡＬＴ」が来日することができた際の、新型コロナ対策として行われ
る、宿泊日数の増加による経費の「増額」などでございます。
次に、「学校建設費」の予算額は、「１千１９９万８千円」を計上してお

りまして、「説明」欄に記載のとおり、上段の「美馬中学校 屋内運動場 耐
力度調査 委託料」につきましては、令和元年度に策定した「学校施設 長寿
命化 計画」において、老朽化した同校の屋内運動場は、長寿命化を図るた
めの改良の順位が、１番となっていることから、耐力度調査委託料として、
「７２万２千円」を計上しています。
下段の「穴吹中学校 防球フェンス 更新工事請負費」につきましては、経

年劣化により基礎部分に損傷がみられ、支柱の支持力が損なわれており、倒
壊の危険性が高まっていることから、更新工事請負費として、「１千１２７
万６千円」を計上しています。
なお、２年度の予算額との比較につきましては、記載のとおりでございま

す。
次に、表の最下段の、「幼稚園費」の「項」でございまして、予算額は、

「６千５８４万９千円」を計上しています。
「説明」欄に記載のとおり、予算の主なものと致しましては、「幼稚園の

管理運営費」と「江原北」と「脇町」の２園で実施する予定の「一時預かり
事業」、いわゆる「預かり保育事業」などの経費でありまして、主に、職員
の人件費でございます。
なお、２年度の予算額と比較して、「６千２８８万２千円」の「減額」と

なった主な理由は、本年４月から「岩倉認定こども園」が開園することによ
り、「廃園」となる「岩倉幼稚園」の経費の「減額」などであります。
（１２）ページをお開き願います。
次に、「社会教育費」の「項」ございます。
最初に、「目」の最上段、「社会教育総務費」の予算額は、「７千７３８

万５千円」を計上しています。
「説明」欄に記載のとおり、予算の主なものと致しましては、小学校の児

童たちの放課後対策として、実施しております「放課後子どもプラン事業」
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大泉副教育長 と、各中学校区におきまして、地域ぐるみで、学校運営を支援するために、
取り組んで頂いております「学校支援地域本部事業」などのほか、「文化祭
」や「成人式」の経費、また、「地域学習推進課」の一部の職員の人件費な
どでございます。
なお、２年度の予算額と比較して、「４０万１千円」の

「減額」となった主な理由は、「放課後子どもプラン事業」における各「放
課後子ども教室」や「スポーツクラブ」の運営見直しにより、委託料を「減
額」したことなどで、あります。
次に、「公民館費」の予算額は、「１７２万２千円」を計上しておりまし

て、内容は、記載のとおりであります。
次に、「図書館費」の予算額は、「６千５３５万１千円」を計上しており

まして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、「市
立図書館」の光熱水費や、指定管理料などでございます。
なお、２年度の予算額と比較して、「１６万円」の「減額」となった主な

理由は、「光熱水費」の「減額」などでございます。
次に、「文化財保護費」の予算額は、「３千９１万４千円」を計上してお

りまして、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、文
化財、これは、「青木家」、「三木家」、「郡里廃寺跡」、「段の塚穴」な
どの文化財でありまして、文化財の管理運営の経費、それと、「郡里廃寺跡
環境整備事業」の経費などであります。
このうち、「郡里廃寺跡 環境整備事業」につきましては、指定区域にお

いて、唯一、公有化ができていなかった民有地の購入費や、「不動産鑑定評
価業務委託料」のほか、「整備基本計画策定支援業務委託料」、そして、こ
の基本計画において示される整備のイメージ図の看板の設置など、「２千４
１６万９千円」の事業費を計上しております。
なお、２年度の予算額と比較して、「１千６８８万６千円」の「増額」と

なった主な理由は、「郡里廃寺跡 環境整備事業」における「用地購入費」
や、「不動産鑑定評価委託料」の計上などでございます。
次に、「重要伝統的 建造物群 保存対策事業費」、そこには、短くして「

重伝建 保存対策費」と記載していますが、この予算額は、「６９５万８千
円」を計上しています。
予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、「うだつの

町並み 建造物 保存事業」の経費を計上しておりまして、２棟の保存修理に
係る助成金、「４９９万７千円」のほか、昨年の台風１４号の被害を受けた
５棟の復旧修理に係る助成金「１５４万５千円」などを計上しております。
なお、２年度の予算額と比較して、「１千２２０万８千円」の「減額」と

なった主な理由は、建造物の修理件数が「減少」したためであります。
次に、「教育集会所事業費」につきましては、教育集会所の管理運営経費

として、予算額は、「２９５万５千円」を計上しておりまして、２年度の予
算額と比較して、「８０万８千円」の「減額」となった主な理由は、２年度
に計上しておりました「施設解体の経費」を３年度には、計上していないこ
と、などでございます。
次に、「人権教育費」の予算額は、「４１９万４千円」を計上しておりま

して、予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、「人権
教育・識字学級交流事業」の経費などでございます。
この予算には、「人権教育推進協議会」の活動経費が計上されております

ので、簡単にご説明いたします。
同協議会は、会長不在の状況が続いておりますので、再スタートができる

ように、美馬支部や木屋平支部の支部長さんなどに相談しながら、進めてい
るところであります。
この件につきましては、藤田市長から指示を受けておりまして、その内容

は、再スタートを急ぐ余り、もめ事やトラブルなどが起こってしまうおそれ
もあるので、（例えば、組織の分裂など）そのようなことにならないよう、
３年度は、人権教育推進協議会の組織体制づくりを、じっくりと足下（あし
もと）を固めながら、慎重に進めていく、ということであります。
さらに、同協議会に係る予算につきましては、２年度までは、補助金に一

括して計上しておりましたが、３年度には、補助金ではなく、例えば、人権
研修に係る県外の大会への参加経費は、旅費やバスの借上料で、また、講演
会の講師の経費は、報償費で、といったように、それぞれ、該当する費目に
振り分けて、計上しております。
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大泉副教育長 そして、同協議会の組織体制がしっかりと固まった後(のち)には、従来の
ように、補助金に一括して計上するといったことも、同協議会の考えを確認
しながら、検討してまいりたいと考えております。
なお、２年度の予算額と比較して、「１２８万７千円」の「減額」となっ

た主な理由は、人権教育推進協議会に係る経費が、「１２２万５千円 」の
「減額」となったことなどでございます。
次に、「青少年育成センター費」の予算額は、「７４８万８千円」を計上

しておりまして、内容は、記載のとおりであります。
次に、「保健体育費」の「項」でございます。
最初に、上段の「保健体育総務費」の予算額は、「３千２８６万８千円」

を計上しております。
予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、各種スポー

ツ振興事業などの経費でございまして、「市体育協会」、「スポーツ少年団
」、「徳島駅伝の選手育成事業」などに対する補助金のほか、「地域学習推
進課」の一部の職員の人件費などでございます。
なお、２年度の予算額と比較して、「９９４万５千円」の「減額」となっ

た主な理由は、「東京２０２０オリンピック聖火リレー開催事業の負担金」
と、「美馬駅伝・クロスカントリー大会実行委員会補助金」を計上しなかっ
たこと、などであります。
このうち、「美馬駅伝・クロスカントリー大会」につきましては、藤田市

長からの指示により、３年度は、大会の開催を一旦、中止して、内容の見直
しを行うこととしておりまして、「美と健康」に重点を置き、より多くの市
民が関わりを持てるような大会となることを基本として検討し、令和４年度
には、新たな大会としての開催をめざすこととしたため、予算を計上してお
りません。
次に、中段の「体育施設費」の予算額は、「２億６千８８８万８千円」を

計上しております。
予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、上段の「体

育施設管理運営事業」、これは、うだつアリーナを含む都市公園や、吉野川
河畔ふれあい広場の指定管理料などでありまして、それと、下段の「うだつ
アリーナ改修工事請負費」などでございます。
「うだつアリーナ改修工事」の主なものと致しましてはアリーナ床面の張

り替え、照明器具のＬＥＤ化、屋上の防水などでございますので、着工後も
、入浴施設やテニスコートは、利用できますが、会議室やトレーニング室は
、工事の進み具合に応じて、利用を見合わせることとしております。
工期につきましては、本年７月頃から来年１月頃までを予定しているとこ

ろですが、今後、新型コロナのワクチンの集団接種の特設会場として、うだ
つアリーナを使用することになった場合には、そちらを優先し、工期を変更
することが考えられるところであります。
なお、２年度の予算額と比較して、「１億９千１７８万１千円」の「増額

」となった主な理由は、ただ今申し上げた「うだつアリーナ改修工事請負費
」の計上などでございます。
次の「学校給食費」の予算額は、「２億６千３６５万８千円」を計上して

おります。
予算の主なものと致しましては、「説明」欄に記載のとおり、上段の学校

給食センター、これは、３つの「共同調理場」と、「穴吹学校給食センター
」の合計４つ施設のことでありますが、学校給食センターの管理運営事業と
して、職員の人件費をはじめ、美馬市産米 給食推進事業の経費などでござ
います。
下段の「学校給食センター整備事業」は、現在、施設の一元化を図るため

に、民間事業者に「整備計画」の策定に向けた支援を委託し、計画の素案づ
くりを進めているところでございますが、その計画には、施設の設計、建設
、そして、運営について、民間のノウハウを活用し、経費の削減や、より質
の高いサービスの提供などを目指して事業に取り組む、いわゆる「ＰＰＰ／
ＰＦＩ事業方式」による事業実施の効果を検討することが盛り込まれる予定
でございます。
このため、本市に適した「ＰＰＰ／ＰＦＩ事業方式」の詳細な検討を行い

、事業を進めるため、３年度から４年度にかけまして、「事業者選定支援業
務」を外部のアドバイザーに委託することとしており、このための委託料と
して、３年度は「１千４９６万円」を計上しています。
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大泉副教育長 なお、３年度の予算額には、反映されませんが、４年度分は、「８６９万
円」を計上することについて、３年度予算に「債務負担行為」を設定してお
りまして、「事業者選定支援業務委託料」の総額は、「２千３６５万円」を
予定しております。
このほか、この整備事業の施設の建設地であります脇町小星地区は、「生

涯活躍のまち、移住交流促進拠点」でございますので、これと一体的に建設
用地の造成工事を行うこととしておりまして、造成面積の割合に応じて算出
し、計上している工事請負費「４千９６０万円」などが、予算の主なもので
あります。
なお、２年度の予算額と比較して、「４千２１６万４千円」の「増額」と

なった主な理由は、ただ今申し上げた「学校給食センター整備事業」の計上
などでございます。
「教育費」の総額と致しましては、表の最下段の「計」のとおり、３年度

の予算額は、「１５億３千５９４万７千円」でありまして、この額は、前年
度の当初予算額と比べて、「１３．０パーセント」増の、「１億７千６７４
万５千円」の「増額」、となっております。
以上、簡単ではございますが、令和３年度当初予算（案）の説明とさせて

頂きます。
よろしくお願い致します。

議長（藤田市長） 議題２の、教育費の令和２年度当初予算案について、何か御意見等がござ
いましたら、お願いいたします。よろしいでしょうか。

（意見なし）

それでは、議題２の、教育費の令和３年度当初予算（案）につきましては
、今月２４日開会の令和３年３月美馬市議会定例会に提案し、議会の審議を
頂きたいと思いますので、よろしくお願い申し上げます。 続きまして、議
題３の学校安全について事務局から説明してください。

藤本教育総務課長 議題３）学校安全について ３つの内容を説明いたします。
まず始めに １ 学校施設管理についてでございますが、教育総務課では

、学校施設について、適宜、修繕や大規模改修等による更新を行いながら、
施設管理を行っていますが、
昨年１０月２９日に美馬中学校体育館においてＰＣＢを使用した照明用安

定器が破損し液漏れする事故が発生いたしました。
ＰＣＢ使用の安定器については、現在使用が禁止されているもので、平成

１２年に文部科学省より交換するよう通知がだされていたところです。
事故原因といたしましては、施設台帳の改築年が使用禁止年以降であった

ことから、当時の点検から漏れ、使用が継続されたのではないかと推測して
おりますが、明確な原因は不明でございます。
この事故による、人的被害はありませんでしたが、改めて市長部局とも連

携し、廃校も含めて学校施設の点検を実施いたしましたところ、木屋平小学
校体育館と旧渕名小学校の校舎でＰＣＢ使用の安定器が発見されました。
この２カ所についても交換ができていなかった理由の特定にはいたりませ

んでした。
美馬中学校での事故及び、その後の点検により発見されたＰＣＢ使用機器

につきましては、県への報告と登録を行い、最終処分場への搬入を２月９日
までに完了いたしました。
これまでの確認が十分でなかったことについては、大変申し訳ございませ

んでした。
学校施設は法令に基づき、適切な施設管理を行ってまいります。
次に、２ 新型コロナウイルス感染症対策についてでございます。
学校においては、インフルエンザやノロウイルスなどの感染症の予防や対

策を行ってきましたが、この度の新型コロナウイルス感染症については、文
部科学省から「学校における新型コロナ感染症に関する衛生管理マニュアル
」が発出され、市内の学校では「学校の新しい生活様式」に従い、基本的な
感染症対策と、３密の回避による集団感染のリスク対応を児童生徒へ指導し
、実践しております。
各学校のコロナ対策についても、別添の学校活動資料に記載がございます
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藤本教育総務課長 。
２ページに江原南小学校の取り組みがございますが、子どもたちへの手指

消毒や，マスク着用の指導、また施設消毒や給食の方法などでもコロナ対策
を行っております。
また、臨時休業やその後の授業再開に対し、感染症対策関連の事業を実施

しております。事業内容は、１つは感染リスク低減のための消毒液や換気用
備品等の整備また２つめとしては、ICTを活用した３密を回避した授業や休
業に伴うオンライン学習への対応でございます。
美馬市において、実施した学校の感染症対策の関連事業は裏面に一覧表を

添付しております。
年度当初には、学校の臨時休業に伴う家庭学習支援のための郵便料やオン

ライン学習のための、家庭へのネットワーク工事費の助成をおこない、夏休
みには、短縮して行った授業のための、熱中症対策の飲料の提供と支援員、
調理員の配置、また、授業再開後のスクールバスやタクシーの密を避けるた
めの増便や、学校施設の消毒やICTによる教育備品の整備等の授業を安全に
継続するための事業の切れ目のない実施に勤めました。
なお、この一覧表は、現在の予算額でございまして、今後、実績により減

額されるものも含まれておりますので御理解ください。
続いて、３ 交通安全プログラムについて でございます。
これは、通学中の交通事故だけでなく、地震などの自然災害、また不審者

などによる事故防止を図るため、関係機関が連携し通学路の点検と危険箇所
の対策を実施するものです。
教育委員会と関係機関が、市内を３地区にわけ、１年に１地区づつ順に点

検を実施しております。 予定していない地区であっても緊急性がある場合
は点検と対策を実施します。
本年度の対象地区は脇町地区で、点検は８月２８日に、合計８カ所で行い

、この点検を受け、１０月２１日に「通学路安全推進連絡協議会」を開催し
、危険カ所の対応を決定しております。今後も、定期的な点検による、通学
路の安全の確保に努めてまいります。
以上で議題３ 学校安全についての説明とさせていただきます。
なお、誠に勝手ですが、この議題３の御協議のあと、ICT教育や英語活動

また、コロナ対応等の学校活動の例として脇町小学校の映像をご覧いただき
たいと思いますので、よろしくお願いいたします。

議長（藤田市長） 議題３の学校安全について、御質問や御意見がございましたら、お願いい
たします。

（意見なし）

それでは、映像をお願いします。

映像紹介。

藤本教育総務課長 これで、学校活動の紹介を終わります。そのほかの学校につきましては別
添の資料によりそれぞれの取り組みを御確認いただけますようお願いいたし
ます。

議長（藤田市長） 最後にその他の件について、でございますが、何か委員の皆さんからござ
いましたら、お願いいたします。

上田委員 日頃、感じていることを少し述べさせていただきます。
私は委員をさせていただいて4年ほどになります。その間、認定こども園

、幼稚園、小学校、中学校を、学校訪問などを通して直接見せていただいた
り、園長先生や校長先生などからお話を聞く機会をいただいたりしました。
それで、今一番感じていることは、教育現場は急激に大きな変化、しかも

素晴らしい変化をしていっているということでございます。
例えば、ICT教育が本当に着実に進められています。電子機器が各校に的

確に整備され、それを使った活動・授業が日常的に行われ活用されていまし
た。
小中学校では、子ども達がそれを普通に使いこなしていて、学習効果を高
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上田委員 めている様子がうかがえました。私などの黒板とチョークが主流の時代はも
とより、4年ほど前と比べても進捗の度合いの大きさに驚かされています。
また、英語教育についてもそうです。幼児期から実践されており、小学校

では学習指導要領の改訂前から計画的に進められ、今年度の指導要領改訂に
よる教科化も円滑であったと聞いています。
今年度中学校訪問で目を見張ったのは、中学生の英会話の力です。ALTと

楽しそうに英語で話す中学3年生の姿に、本市の英語教育の集大成を見た思
いがしました。ALTや外国語活動支援講師の方々と接する機会や学習する時
間をたくさん確保していただいた成果だと思います。
この1年コロナで臨時休業があり、いろいろな行事も中止や縮小がなされ

ました。それぞれの教育現場は大変だったと思います。
ただ、先生方の話では、リモート会議やリモート研修などにより、出張で

学校を留守にする時間が減り、その分子ども達と教員、また教職員同士が向
き合える時間がとても増えたそうで、このことは何よりだったと思います。
コロナ禍であっても、子ども達は今までと違うことや新しい様式を取り入

れ、たくましく成長してくれているようです。
子ども達が喜んで登園・登校出来る教育環境がハード面・ソフト面ともに

充実し豊かですので、本市の子ども達は健やかに育っていくのではないかと
常々感じている次第です。

村岡教育長 市長、教育長。

議長（藤田市長） はい、教育長。

村岡教育長 教育委員会を代表して、一言ご挨拶申し上げます。
藤田市長様におかれましては、日頃より、美馬市の教育行政の推進に対し

、格別のご理解とご協力を賜っておりますことに対しまして、この場をお借
りし、厚くお礼申し上げます。
特に、コロナ禍で厳しい財政状況の中、ＧＩＧＡスクール構想実現のため

の一人一台タブレット端末や安全・安心なＩＣＴ環境の整備をはじめ、ネイ
ティブ講師による英語教育の充実、美味しい給食の提供、教員の業務負担を
軽減するスクールサポートスタッフや部活動指導員の配置など、子どもたち
だけでなく、教職員の働き方改革にまでご配慮をいただき、多額の予算を計
上していただいておりますことに、心から感謝しております。ありがとうご
ざいます。
今年度は、コロナ感染症拡大防止による全国一斉臨時休業期間中に、慌た

だしく前年度が終了し、児童生徒・保護者をはじめ、関係者全てが混乱の中
で新年度をスタートさせました。
また、小学校では、新学習指導要領の全面実施による外国語の教科化やプ

ログラミング教育の必修化など、教育改革に伴う新しい対応に加え、各学校
では、これまで当たり前に行われていた全ての行事や活動について、目標・
内容・効果・方法など、多くの点を見直す必要にも迫られました。
特に、６年生の子どもたちが楽しみにしていた修学旅行につきましては、

密を避けるバスの増便をしていただいたお陰で、日程と行き先を変更し、万
全の感染防止対策をしながら無事終了することができました。中止も覚悟し
ていた行事でしたが、６年生にとっては生涯忘れることのない、小学校時代
最高の思い出ができたことと思います。ありがとうございました。
「コロナ」という単語を耳にしてわずか１年、経験したことのない変化に

戸惑い、正解の見いだせない毎日でしたが、美馬市におきましては、ありが
たいことに、市長さんの教育に対する深いご理解のお陰で、教職員一同、常
に学校の果たす役割や使命を忘れることなく、どういう方法であれば実現可
能なのかと発想を転換し、保護者や地域の方々にもご協力をいただき、一丸
となって、子どもたちの健やかな成長を応援することができました。
「教育は国家百年の大計」と言われます。いつも市長さんがおっしゃって

おられるとおり、私も「まちづくりは人づくり、人づくりは教育である」と
信じています。社会の急激な変化に伴い、子どもたちを取り巻く環境も大き
く変化しており、家庭や地域の教育力の低下、いじめ・不登校、意欲や体力
・運動能力の低下、肥満傾向など、様々な課題が生じておりますし、コロナ
禍は私たちに様々な問いを投げかけています。
しかし、マスクの着用などの新しい生活様式を取り入れたことが、インフ
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村岡教育長 ルエンザをはじめとする各種の感染症対策など、プラスの効果も出ておりま
すし、オンラインを利用した双方向の会議や研修会などを取り入れたことに
より、出張などによる移動時間が削減され、子どもたちと向き合う時間が増
えるというメリットを見つけることもできました。
予測困難な時代とは言え、未来の美馬市の担い手となる子どもたちをどう

育てていくのか、今こそ、ピンチをチャンスに変える絶好の機会であるとポ
ジティブに考え、今後とも、学校教育、生涯学習、歴史・文化・芸術・スポ
ーツなど、教育委員会が担う分野において、目標を明確にするとともに、皆
で知恵を出し合い、力を合わせ、よい結果が残せるよう努力したいと思って
います。
本日、市長からいただいたご指摘やアドバイスを踏まえ、今後とも、長期

的かつグローバルな視点に立って、未来を担う子どもたちや市民の皆様が、
美しい自然や歴史・文化に恵まれた故郷を愛し、地域の絆を大切にしながら
、誰一人取り残さない、ＳＤＧｓの目標を実現する「一歩先行く」教育、ま
た、現在、世界から注目されているオリンピック・パラリンピックの大会ビ
ジョンに掲げられたコンセプト、特に、多様性と調和が尊重される教育の推
進に力を尽くしたいと思っています。
最後になりますが、お手元に「美馬市立小中学校 令和２年度学校活動」

という資料をお配りさせていただきました。各学校の取組を紹介させていた
だいておりますので、お時間のあるときにお目通しいただき、ご助言等いた
だけばと思います。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。
本日はありがとうございました。

議長（藤田市長） 他に御意見がなければ、以上をもちまして総合教育会議を閉会させていた
だきます。慎重な御審議を賜りまして、ありがとうございました。

吉田企画総務部長 以上をもちまして会議を終了させていただきます。本日はありがとうござ
いました。

（午後２時１０分終了）


